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〈死者/生者〉論 ―傾聴・鎮魂・翻訳―

東日本大震災の犠牲者への鎮魂を通じて、死者と生者が苦しみを共有するための方
法を模索し、戦後の日本社会が排除してきた声に耳を傾け、魂の奥底にある言葉を
翻訳する技術と理論を、医療・宗教・民俗・思想史の観点から解き明かす。

社会の高齢化が進む中で、今後ますます重要性を増してくる「ケア」の問題は、こ
れまで十分に冷静な議論がなされてきたとは言えない。介護労働者が不足し、その
ニーズが増す一方で、彼／彼女らの労働環境は、現在も低水準が維持され続けてい
る。さらに「ケア」は家族の心情や道徳意識に強く働きかける領域であるが故に、
主婦などの無償の奉仕労働として扱われがちである。こうした問題の批判的検討に
加えて、本書はこれまでもっぱら「ケアする側」の立場から語られてきたこの問題
を「ケアされる側」の立場から捉え返し、介護現場における「当事者主権」とは何
かを明らかにする。

法然、栄西、親鸞、道元、日蓮、一遍―彼らを開祖として鎌倉時代に相次いで勃興
した新たな宗教運動は、日本思想史上の頂点をなすと広くみなされている。「鎌倉
（新）仏教」と呼ばれるこの潮流は、民衆を救済対象に据えたという点において、
とりわけ高く評価されてきた。だが、新仏教の意義は、はたしてこの民衆的性格に
言い尽くされるのか？本書では、旧仏教との異同を深く掘り下げて考察すること
で、鎌倉仏教の宗教的特質の核心をあざやかに浮き彫りにする。思想家である前に
つねに実践の人であった偉大な宗教者たちの苦悩と思索の足跡をたどり、中世仏教
の生きた姿をとらえた好著。

１９４５年の敗戦後、主体性をもたず権力や多数者にいとも簡単につき従う日本人
の傾向をどう克服するか、が大きな課題として論じられた。だが、今もこの問題は
なんら解決されていない。これほど根深く、空気のようにわれわれの精神を規定し
ているものは何なのか―それこそが、日本の「自然宗教」である。われわれの心性
の背景をなす「自然宗教」とは、どのように生まれ、いかなる特徴をもつものか？
なにゆえそれは、この国に「普遍的思想」が根づくことを阻害するのか？民俗学、
歴史学、宗教史、思想史など幅広い知見を渉猟してその淵源を探り、克服へのかす
かな道筋を問う。渾身の書き下ろし。
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